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発
表
者
は
昨
年
の
本
学
会
で
、
戦
前
昭
和
期
の
衛
生
技
術
官

の
専
門
性
を
め
ぐ
る
動
き
を
報
告
し
た
。
こ
の
動
き
は
、
衛
生

技
術
官
が
そ
の
專
門
性
を
向
上
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
現
在
の
公
衆
衛
生
の
専
門
性
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で

も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
衛
生
技
術
官
の
動
き
を
主
導
し
た
の
は
、

衛
生
史
に
お
い
て
厚
生
省
予
防
局
長
と
し
て
戦
前
日
本
の
優
生

政
策
を
統
括
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
高
野
六
郎
（
一
八
八

四
’
一
九
六
○
）
で
あ
っ
た
。
基
礎
医
学
者
で
あ
っ
た
高
野
が
、

衛
生
行
政
の
専
門
性
に
注
目
す
る
素
地
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

米
国
で
の
体
験
や
見
聞
お
よ
び
そ
れ
ら
に
対
す
る
考
え
を
、
留

学
体
験
記
か
ら
み
る
。

高
野
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
ま
で
主
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
留
学
し
、
そ
の
体
験
記
が

31

高
野
六
郎
ｌ
衛
生
行
政
の
専
門
性
に
関
す
る
考
え
方

の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

横
田
陽
子

立
命
館
大
学
大
学
院
先
端
総
合
学
術
研
究
科

『
医
海
時
報
」
に
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
月
十
二
日
発
行
の

第
一
二
二
九
号
か
ら
、
帰
国
後
の
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
五

月
八
日
発
行
の
第
一
三
五
○
号
ま
で
掲
載
さ
れ
た
。

高
野
は
一
九
○
九
（
明
治
四
二
）
年
東
京
帝
国
大
学
医
学
部

卒
業
。
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
伝
染
病
研
究
所
に
入
る
が
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
同
研
究
所
の
内
務
省
か
ら
文
部
省

へ
の
移
管
に
抗
議
し
て
退
職
し
た
北
里
柴
三
郎
に
伴
い
退
職
、

北
里
研
究
所
の
創
設
に
参
画
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
京

都
大
学
か
ら
医
学
博
士
号
取
得
。
帰
国
後
慶
応
義
塾
大
学
医
学

部
教
授
を
経
て
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
か
ら
一
九
四
二

（
昭
和
一
七
）
年
ま
で
、
内
務
省
衛
生
局
予
防
課
長
や
厚
生
省
予

防
局
長
を
務
め
る
。
そ
の
後
日
本
医
療
団
理
事
、
北
里
研
究
所

所
長
な
ど
を
務
め
た
。

高
野
は
、
米
国
各
地
の
医
科
大
学
な
ど
の
微
生
物
学
、
衛
生

学
関
係
の
研
究
者
を
訪
問
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ
ー
ネ
ル
両
大
学

の
各
医
科
に
「
一
学
期
間
出
入
り
」
、
最
終
的
に
「
実
験
医
学
の

覇
者
を
以
て
任
じ
る
」
ロ
ヅ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
に
落
ち
着
き
、

そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
て
帰
国
し
た
。

米
国
の
医
学
は
日
本
の
そ
れ
に
比
し
必
ず
し
も
優
れ
る
と
は
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思
え
な
い
が
、
科
学
知
識
の
応
用
面
は
日
本
を
凌
ぎ
、
莫
大
な

資
金
で
将
来
全
世
界
を
凌
駕
す
る
の
で
は
と
考
え
た
。
ま
た
研

究
環
境
に
も
関
心
を
も
ち
、
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
カ
ス
」
の

由
来
、
米
国
の
医
学
図
書
館
制
度
な
ど
を
紹
介
し
た
。
研
究
者

と
し
て
の
鋭
い
眼
差
し
は
野
口
英
世
に
も
向
け
ら
れ
、
従
来
ヒ

ト
以
外
に
感
染
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
黄
熱
の
、
動
物
実
験
に

よ
る
「
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
テ
」
病
因
説
に
対
し
、
証
明
の
手
順
を
踏

ん
で
い
な
い
と
し
て
疑
義
を
は
さ
む
。
従
来
の
日
本
の
衛
生
学

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
舶
来
主
義
を
批
判
し
、
実
際
応
用

面
で
役
に
立
た
な
い
と
し
て
い
る
。

日
本
の
便
所
批
判
は
随
所
に
あ
る
。
衛
生
学
の
講
義
を
見
学

し
た
際
、
東
京
銀
座
の
汲
取
り
風
景
が
幻
燈
で
紹
介
さ
れ
恐
縮

し
た
話
や
、
パ
リ
の
下
水
道
を
見
学
し
、
東
京
も
世
界
の
大
都

市
を
自
認
す
る
な
ら
臭
く
な
い
都
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
感
想

を
述
べ
、
こ
れ
は
単
に
衛
生
問
題
に
止
ま
ら
な
い
、
と
し
て
い

る
。
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
衛
生
官
養
成
学
校
を
紹
介

し
、
創
設
直
後
で
見
る
程
の
こ
と
は
な
く
、
学
校
は
未
知
数
だ

と
し
な
が
ら
、
米
国
の
衛
生
官
教
育
は
有
識
者
の
意
図
す
る
と

こ
ろ
だ
と
し
て
い
る
。
衛
生
に
関
す
る
言
及
は
記
事
数
で
五
分

の
一
に
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
主
に
医
師
と
し
て
の
関
心
か
ら

で
あ
っ
た
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
事
業
概
要
や
そ
の
援
助
規
模
の
大

き
さ
を
紹
介
。
ま
た
同
財
団
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
、
他

の
医
学
校
な
ど
の
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
軍
事
協
力
も
紹
介

し
て
い
る
。
さ
ら
に
米
国
の
ユ
ー
ジ
ェ
ニ
ク
ス
を
含
め
た
社
会

改
良
運
動
を
、
「
社
会
改
良
の
流
れ
が
思
想
界
に
充
満
し
て
居
る
」

と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
禁
酒
運
動
の
「
成
功
」
は
、
医
学
者

と
社
会
改
良
運
動
者
の
役
割
分
担
が
う
ま
く
い
き
、
知
識
の
普

及
が
徹
底
し
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

留
学
中
の
高
野
の
関
心
の
中
心
は
、
研
究
環
境
を
含
め
た
微

生
物
学
な
ど
基
礎
医
学
研
究
に
あ
り
、
特
に
衛
生
行
政
に
興
味

を
寄
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
留
学
中
は
、
応
用
重

視
の
米
国
の
学
問
観
に
触
れ
、
そ
の
社
会
へ
の
適
用
を
見
聞
し
、

衛
生
学
者
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
国
で
の
体
験

が
、
帰
国
後
の
方
向
を
決
め
、
と
く
に
衛
生
行
政
の
専
門
性
に

対
す
る
考
え
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
今
後
さ
ら
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。


